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5月5日

第1回定例会

Tel：042-576-2111
Fax：042-576-2205　
http://www.city.kunitachi.tokyo.jp/gikai

開会時刻：午前10時の予定です。
請願・陳情の提出締切：5月26日㈫正午までに議会事務局へご持参ください。
手話通訳申込の締切：国立市議会では本会議の初日と最終日に、手話通訳
者を配置しております。手話通訳を希望される方は、国立市議会ホームペ
ージ、又は右ＱＲコードより、議会ウェブサイト「令和２年第２回定例会
の手話通訳の申込みについて」をご覧ください。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点等から、日程などが変更に
なることがありますので、ご理解、ご協力をお願いします。なお、変更になっ
た場合は国立市議会ホームページでお知らせいたしますのでご確認ください。

6月議会（第2回定例会）の日程（予定）
クニタチッタ

�

日 月 火 水 木 金 土

建設環境
委員会

福祉保険
委員会 議会運営

委員会

議会運営
委員会

請願・陳情
提出締切 正午

5/24

31

7

14

21

30

6

13

20

27

25

6/1

8

15

22

26

2

9

16

23

27

3

10

17

24

28

4

11

18

25

29

5

12

19

26

一 般 質 問

一般質問

本会議 本会議 本会議

本会議
初日

本会議

本会議
最終日

総務文教
委員会

最終日手話
通訳締切

初日手話
通訳締切

赤い三角屋根の旧国立駅舎が
　　　　　　　帰ってきました

今号のトピックス
●�令和２（2020）年度のすべての予算案を可決しました
� ［第14号～第18号議案→３面に結果、4～5面に詳細］

●��学校給食センター建て替えについて新たな検討内容に関する陳情（継
続審査分）は不採択となりました� ［令和元年陳情第34号→2面に詳細］

●�新型コロナウイルス対策事業費を含む令和２年度一般会計補正予算
（第１号）案を可決しました� ［第27号議案→2面に詳細］

●��新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に関する市の取組状況に
ついて報告がありました� ［6面に詳細］

●��会計年度任用職員の報酬、勤務条件等に関する条例の一部を改正す
る条例案を可決しました� ［第26号議案→3面に結果］

●�施策等評価委員会条例案を可決しました� ［第1号議案→3面に結果］

●��種苗法第21条第3項の自家増殖禁止を重く受け止め、新たな施策を求
めることに関する陳情が採択されました� ［陳情第1号→3面に結果］

●���最低賃金の大幅引上げによる生活改善を求める意見書提出に関する
陳情が採択されました� ［陳情第4号→3面に結果］

●��教育委員会委員１名、固定資産評価審査委員会委員１名、総合オン
ブズマン２名の選任等について同意しました

� ［第28号～第31号議案→3面に結果］

●���２月７日㈮市役所、２月８日㈯北市民プラザにおいて、国立市議会
意見交換会を開催しました� ［8面に詳細］

　国立市議会では、今回の３月議会において、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、全議員による一
般質問の取りやめ、予算特別委員会は開催せず、本会議において予算を審議し、また、各常任委員会では、陳情の審査
と新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に関する市の取組状況についての報告及び質疑のみ行うなど、通常の議会
より大幅に日程を変更して開催いたしました。（変更後の日程等は、市議会ホームページに掲載）
　今後も、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止、並びに市職員が対応に専念できることを念頭に、いち早い終息
を目指し議会一丸となって取り組んでまいります。
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こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Ｑ
調
理
を
民
間
委
託
し
て
調
理
員
の

入
れ
替
え
が
頻
繁
に
あ
っ
た
場
合
、

市
は
情
報
を
把
握
で
き
る
の
か
。

A
委
託
し
た
企
業
と
の
連
携
が
重
要
。

Q
P
F
I
方
式
で
建
替
え
る
こ
と
で

の
子
ど
も
に
対
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

A
国
立
市
の
思
う
給
食
を
、
民
間
企

業
に
実
行
し
て
も
ら
う
。

Q
民
間
企
業
に
委
託
し
た
場
合
、
議

会
の
チ
ェ
ッ
ク
は
働
く
の
か
。

A
給
食
セ
ン
タ
ー
自
体
が
市
の
事
業
。

予
算
、
決
算
な
ど
を
議
会
に
通
す
。

Q
事
業
者
選
定
の
プ
ロ
セ
ス
が
現
在

で
も
遅
れ
て
い
る
が
、
令
和
5
年
9

月
の
運
営
開
始
に
間
に
合
う
の
か
。

A
事
業
者
選
定
の
時
間
が
短
く
な
る

が
、
予
定
ど
お
り
進
め
て
い
く
。

Q
当
初
定
め
た
要
求
水
準
書
以
外
の

事
を
求
め
る
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
。

A
要
求
水
準
書
内
で
で
き
る
事
も
あ

る
し
、
別
契
約
に
な
る
事
も
あ
る
。

Q
事
業
者
の
選
定
は
、
競
争
原
理
が

働
く
程
度
の
参
加
数
が
見
込
め
る
の
か
。

A
幾
つ
か
の
事
業
者
に
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

Q
前
回（
2
月
）か
ら
の
進
展
は
。

A
立
川
市
の
給
食
セ
ン
タ
ー
の
視
察

や
予
定
用
地
の
地
盤
調
査
を
行
っ
た
。

Q
今
、
現
場
で
働
く
方
々
は
、
新
給

食
セ
ン
タ
ー
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
。

A
要
求
水
準
書
を
作
る
に
当
た
り
、

関
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

Q
地
域
の
方
た
ち
の
提
案
を
受
け
、

行
政
が
受
け
止
め
た
の
が
国
立
方
式

だ
と
思
う
が
、
今
後
は
。

A
保
護
者
や
運
営
審
議
会
、
献
立
作

成
委
員
会
、
物
資
選
定
委
員
会
の
意

見
を
し
っ
か
り
聞
き
取
り
、
反
映
し

て
い
く
こ
と
が
第
一
だ
が
、
新
給
食
セ

ン
タ
ー
に
は
見
学
コ
ー
ス
な
ど
を
作

り
、
市
民
に
も
幅
広
く
意
見
を
聞
く
。

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
事
業

費
の
消
耗
品
は
、
ど
う
い
っ
た
場
面
、

ど
う
い
う
用
途
で
使
う
の
か
。　

A
マ
ス
ク
は
備
蓄
す
る
が
、
感
染
の

状
況
に
応
じ
て
市
民
や
事
業
所
、
医

療
や
介
護
の
現
場
に
供
出
し
て
い
く
。

防
護
服
は
医
療
や
看
護
、
介
護
ス

タ
ッ
フ
で
今
後
不
足
す
る
こ
と
も
想

定
し
用
意
し
て
い
る
。

Q
市
長
か
ら
、
市
民
及
び
職
員
に
向

け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
。

A
先
ず
は
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
に
お

悔
や
み
申
し
上
げ
、
闘
病
さ
れ
て
い

る
方
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
。
市

役
所
は
市
民
の
命
を
守
る
た
め
、
最

前
線
で
活
動
し
て
い
る
。
不
便
や
不

自
由
を
お
か
け
す
る
が
、
ご
理
解
・

ご
協
力
を
賜
り
た
い
。
ご
自
身
の
命

を
守
る
た
め
の
３
密
回
避
の
行
動
を

お
願
い
す
る
。
職
員
に
は
、
自
分
の

命
を
守
り
な
が
ら
公
務
員
と
し
て
の

倫
理
を
高
く
持
ち
、
私
と
共
に
こ
の

難
局
を
乗
り
越
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

Q
自
粛
に
よ
り
ひ
っ
迫
し
て
い
る
飲

食
店
や
小
売
店
な
ど
へ
の
融
資
制
度

は
あ
る
の
か
。

A
国
立
市
も
融
資
制
度
が
あ
る
。
東

京
都
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
や

市
内
の
金
融
機
関
で
も
積
極
的
に
相

談
を
受
け
て
い
る
。
市
役
所
に
お
い

て
も
既
存
の
制
度
と
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
保
証
の
使
い
分
け
な
ど
、
よ

り
良
い
形
と
な
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
、
対
応
し
て
い
く
。

Q
今
後
、
感
染
者
が
出
て
、
オ
ー

バ
ー
シ
ュ
ー
ト
が
起
き
た
と
き
を
想

定
し
て
、
医
療
・
福
祉
・
保
健
が
連

携
し
て
の
対
策
は
で
き
て
い
る
の
か
。

A
対
策
本
部
会
議
で
、
今
後
の
状
況

を
踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
対

策
を
考
え
て
い
る
。
い
ざ
と
い
う
時

Q
給
食
を
一
度
止
め
て
、
今
あ
る
場

所
に
建
替
え
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

A
給
食
を
止
め
る
事
は
し
な
い
。
現

在
の
場
所
で
の
建
替
え
は
建
築
基
準

法
の
用
途
地
域
が
違
う
の
で
難
し
い
。

Q
土
地
の
用
途
変
更
を
し
な
い
で
、

建
替
え
る
こ
と
は
可
能
か
。

A
東
京
都
の
建
築
審
査
会
の
許
可
を

受
け
た
う
え
で
、
防
音
対
策
や
脱
臭

装
置
な
ど
の
対
策
費
が
億
単
位
で
か

か
る
の
で
難
し
い
。

Q
立
川
、
府
中
両
市
の
視
察
で
は
調

理
法
や
方
針
を
決
め
な
い
と
設
計
は

難
し
い
と
の
こ
と
だ
が
、
調
理
部
門

を
切
り
離
す
こ
と
を
ど
う
考
え
る
か
。

A
調
理
の
方
針
や
、
や
り
方
を
決
め

な
い
と
設
計
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。

Q
P
F
I
に
し
た
場
合
、
調
理
員
に

対
し
、
直
接
栄
養
士
が
指
示
で
き
な

い
と
の
懸
念
が
あ
る
が
。

A
栄
養
士
と
現
場
の
連
携
は
大
切
だ
。

打
ち
合
わ
せ
を
綿
密
に
行
い
、
栄
養

士
が
現
場
に
入
り
作
業
を
進
め
る
。

視
察
し
た
2
市
で
も
行
っ
て
い
た
。

Q
市
が
考
え
る
P
F
I
方
式
は
保
護

者
な
ど
へ
の
説
明
で
理
解
さ
れ
た
か
。

A
未
就
学
児
の
保
護
者
含
め
て
2
千

人
弱
、
33
回
の
説
明
会
を
行
っ
た
が
、

大
き
な
反
対
は
な
く
早
期
の
新
給
食

セ
ン
タ
ー
建
設
の
要
望
を
い
た
だ
い
た
。

Q
市
内
で
建
設
を
請
け
負
え
る
技
術

的
な
能
力
が
あ
る
事
業
者
は
い
る
か
。

A
現
時
点
で
は
調
査
し
て
い
な
い
。

Q
S
D
G
s
の
視
点
で
食
の
政
策
を

作
り
、
対
応
で
き
る
よ
う
な
見
直
し

が
必
要
と
考
え
る
が
。

A
給
食
セ
ン
タ
ー
は
食
の
政
策
を
担

う
総
合
拠
点
で
は
な
い
。
民
間
に
調

理
を
受
け
持
っ
て
も
ら
う
が
、
教
育

委
員
会
が
責
任
を
持
っ
て
、
新
た
な

食
育
政
策
を
進
め
る
。

Q
食
育
の
セ
ン
タ
ー
に
な
る
よ
う
に

考
え
直
す
べ
き
で
は
。

の
動
き
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い

く
。

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る

情
報
発
信
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
以
外

で
も
行
っ
て
い
る
の
か
。

A
4
月
5
日
号
の
市
報
の
1
面
に
市

長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
し
、
そ
の

他
の
情
報
も
発
信
し
て
い
く
。
今
後

局
面
が
変
化
し
、
至
急
お
知
ら
せ
が

必
要
な
と
き
に
は
臨
時
号
を
出
せ
る

か
ど
う
か
業
者
と
話
を
進
め
て
い
る
。

Q
市
民
へ
の
情
報
発
信
は
市
報
以
外

で
何
を
行
っ
て
い
る
か
。

A
市
報
の
他
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

S
N
S
等
を
活
用
し
、
市
内
の
主
要

な
掲
示
板
に
も
掲
示
し
て
い
る
。

Q
ご
み
処
理
委
託
料
が
庁
舎
と
学
校

と
図
書
館
に
限
ら
れ
て
い
る
理
由
は
。

A
古
紙
の
価
格
が
非
常
に
下
が
っ
た

の
で
、
業
者
が
買
い
取
り
で
は
な
く
、

有
償
で
引
き
取
る
こ
と
に
な
っ
た
。
特

に
量
が
多
い
部
署
に
増
額
補
正
し
た
。

こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

賛
成　
今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
を
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
商
店
街
に
対
し
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
チ
ラ
シ
を

配
布
す
る
な
ど
対
応
し
て
い
る
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
広

報
の
頻
度
を
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

資
源
ご
み
の
回
収
を
し
て
い
る
自
治

会
に
対
し
て
も
、
古
紙
の
価
格
に
関

し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
す
る
。

賛
成　
市
民
に
対
し
て
、
市
長
・
教

育
長
・
校
長
先
生
か
ら
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
な
ど
の
媒
体
を
使
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
す
る
。
市
内
商
工
業
者
を

守
る
た
め
の
対
策
を
お
願
い
す
る
。

職
員
の
感
染
リ
ス
ク
を
最
大
限
減
ら

す
た
め
の
予
防
策
を
お
願
い
す
る
。

賛
成　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対

し
、
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
の
補
正

A
教
育
委
員
会
が
長
年
取
り
組
ん
で

き
た
学
校
教
育
上
の
課
題
を
こ
こ
で

ひ
っ
く
り
返
す
こ
と
は
し
な
い
。

こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

反
対　
P
F
I
方
式
の
メ
リ
ッ
ト
は
効

率
的
な
施
設
整
備
や
作
業
環
境
の
創

出
、民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
、ア
レ

ル
ギ
ー
食
対
応
、効
率
的
な
維
持
、費

用
削
減
効
果
と
財
政
負
担
の
平
準
化

が
あ
る
。調
理
部
門
を
切
り
離
す
の
は

得
策
で
は
な
い
。

賛
成　
今
ま
で
視
察
や
勉
強
会
な
ど

を
行
っ
た
が
、
調
理
部
門
は
市
直
営

で
で
き
る
。
利
益
を
追
求
す
る
企
業

と
市
民
生
活
を
維
持
し
守
る
こ
と
が

使
命
の
自
治
体
で
は
目
的
が
違
う
。

反
対　
2
市
の
給
食
セ
ン
タ
ー
を
視

察
し
、
調
理
部
門
を
切
り
離
し
て
建

設
は
不
可
能
だ
と
わ
か
っ
た
。
市
職

員
の
栄
養
士
が
現
場
で
疑
問
に
感
じ

た
場
合
、
直
接
調
理
員
に
指
示
が
で

き
な
い
と
い
う
点
も
、
視
察
し
た
両

市
で
は
問
題
が
な
か
っ
た
。
建
設
が

滞
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
要
望
す
る
。

賛
成　
そ
も
そ
も
自
校
式
の
給
食
設

備
を
主
張
す
る
。
今
立
ち
止
ま
り
、
子

ど
も
た
ち
を
ど
う
成
長
さ
せ
た
い
の

か
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と
が
重
要
だ
。

反
対　
給
食
を
止
め
な
い
で
建
替
え

は
難
し
く
、
現
在
の
場
所
で
の
建
替

え
は
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
不
可
能
な

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
今
の
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設
に
保
護
者
だ
け
で
な
く
市

民
の
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
た
歴
史

が
あ
る
が
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
で
ど
う
取
り
組
む
の
か
は
課
題
だ
。

反
対　
視
察
を
通
じ
、
P
F
I
方
式

に
お
い
て
調
理
部
門
を
切
り
離
す
こ

と
は
、
利
点
を
無
く
す
こ
と
だ
と
わ

か
っ
た
。
こ
の
規
模
の
建
設
を
大
手

が
行
う
の
は
仕
方
が
な
い
が
、
地
域

業
者
が
関
わ
れ
る
分
離
発
注
を
望
む
。

予
算
で
あ
る
。
迅
速
な
対
応
を
す
る

市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
敬
意
を

表
す
る
。
職
員
に
お
い
て
も
、
通
常

の
業
務
を
行
い
な
が
ら
緊
急
な
対
応

を
誠
実
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と

に
感
謝
す
る
。

賛
成　
今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
応
の
た
め
に
臨
時
会
を
開
き
大

型
補
正
を
行
っ
て
も
よ
い
。
議
長
・

副
議
長
と
市
当
局
と
の
連
携
・
情
報

交
換
を
今
後
も
お
願
い
す
る
。
不
安

を
抱
え
て
い
る
市
民
に
寄
り
添
い
安

心
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
信
し
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

賛
成　
今
後
感
染
が
拡
大
し
て
い
く

こ
と
を
前
提
と
し
、
ケ
ア
で
き
る
体

制
を
整
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
経
済

的
に
ひ
っ
迫
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
経
済
的
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
・
生
活
保
障
制
度
が
あ
る
こ
と
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

賛
成　
情
報
過
多
に
な
る
恐
れ
が
あ

る
。
適
切
で
正
確
な
情
報
発
信
を

様
々
な
媒
体
を
使
い
、
迅
速
に
丁
寧

に
お
願
い
す
る
。

賛
成　
現
金
給
付
の
対
応
な
ど
市
の

業
務
が
大
変
に
な
る
が
、
透
明
性
・

多
様
性
の
観
点
を
持
ち
、
対
応
を
お

願
い
す
る
。
人
権
に
配
慮
し
た
内
容

が
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た

こ
と
を
高
く
評
価
す
る
。
教
育
委
員

会
に
お
い
て
、
3
月
に
食
べ
ら
れ
な

か
っ
た
給
食
費
の
払
い
戻
し
を
行
っ

て
い
く
と
聞
き
安
心
し
た
。

賛
成　
今
後
も
必
要
な
補
正
予
算
に

は
協
力
し
て
い
く
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
の
影
響
で
の
離
職
な
ど

へ
の
総
合
支
援
金
の
案
内
情
報
を
わ

か
り
や
す
く
し
て
ほ
し
い
。
パ
ー
ト

や
ア
ル
バ
イ
ト
を
解
雇
さ
れ
た
方
へ

の
労
務
相
談
な
ど
の
相
談
体
制
を
、

一
定
の
期
間
だ
け
で
も
厚
く
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

学校給食センター建て替えについて新たな検討内容に関する陳情（継続審査分）は
不採択となりました

新型コロナウイルス対策事業費を含む令和２年度一般会計補正予算（第１号）案を
可決しました

 【総務文教委員会】
【令和元年陳情第34号】� 　［不採択］

【第27号議案】　令和２年度国立市一般会計補正予算（第1号）案　� 　［可決］
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会派略称
自＝自由民主党（青木健・石井伸之（議長）・髙柳貴美代・遠藤直弘） 風＝社民・ネット・緑と風（藤田貴裕・古濱薫・重松朋宏・関口博） 共＝日本共産党（高原幸雄・住友珠美・柏木洋志） 
公＝公明党（小口俊明・青木淳子・香西貴弘） 新＝新しい議会（藤江竜三・石井めぐみ） 立＝立憲民主党（稗田美菜子） こ＝こぶしの木（上村和子） み＝みらいのくにたち（望月健一） 
樹＝樹木の会（石塚陽一） 耕＝耕す未来＠くにたち（小川宏美）

　　　　　　令和2年第1回定例会　　各会派の議案等への賛否　　　　　　　　〇：賛成　×：反対
議案
番号 件 名 概 要

会派名（人数は議長を除く数） 議決
結果自 

3
風 
4

共 
3

公 
3

新 
2

立 
1

こ 
1

み 
1

樹 
1

耕 
1

市 

長 

提 

出 

議 

案

予　
算

第9号 令和元年度国立市一般会計補正予算（第6号）案 【補正額:△1億3,785万7,000円】【補正後総額:311億5,338万5,000円】
【主な内容】子育て支援施設等利用給付費補助金等による減額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

可決 
〇20

第10号 令和元年度国立市国民健康保険特別会計補正予算（第2
号）案

【補正額:+5,497万3,000円】【補正後総額:74億7,942万1,000円】
【主な内容】決算見込みによる保険給付費､ 諸支出金等による増額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第11号 令和元年度国立市下水道事業特別会計補正予算（第3号）
案

【補正額:△5,831万1,000円】【補正後総額:25億9,183万3,000円】
【主な内容】決算見込みによる消費税及び地方消費税の額の確定等による減額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第12号 令和元年度国立市介護保険特別会計補正予算（第3号）案 【補正額:△724万4,000円】【補正後総額:59億775万3,000円】
【主な内容】決算見込みによる介護予防･生活支援サービス事業費等による減額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第13号 令和元年度国立市後期高齢者医療特別会計補正予算（第
3号）案

【補正額:+3,144万1,000円】【補正後総額:18億1,283万7,000円】
【主な内容】決算見込みによる広域連合納付金等による増額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第14号 令和2年度国立市一般会計予算案 【歳入歳出予算総額】319億7,500万円 〇 × × 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 可決 
〇11･×9第15号 令和2年度国立市国民健康保険特別会計予算案 【歳入歳出予算総額】73億1,988万9,000円 〇 × × 〇 〇 〇 × 〇 〇 ×

第16号 令和2年度国立市介護保険特別会計予算案 【歳入歳出予算総額】59億431万5,000円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決 
〇20

第17号 令和2年度国立市後期高齢者医療特別会計予算案 【歳入歳出予算総額】18億4,010万9,000円 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決 
〇16･×4

第18号 令和2年度国立市下水道事業会計予算案
【公営企業会計】40億3,560万5,000円
【下水道事業会計（収入）】36億8,137万9,000円
【下水道事業会計（支出）】40億3,560万5,000円

〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決 
〇19･×1

第21号 令和元年度国立市一般会計補正予算（第7号）案 【補正額:+1,060万6,000円】【補正後総額:311億6,399万1,000円】
【主な内容】職員の勤勉手当の支給月数の引き上げに伴う職員人件費の増額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

可決 
〇20

第22号 令和元年度国立市国民健康保険特別会計補正予算（第3
号）案

【補正額:+20万円】【補正後総額:74億7,962万1,000円】
【主な内容】職員の勤勉手当の支給月数の引き上げに伴う職員人件費の増額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第23号 令和元年度国立市下水道事業特別会計補正予算（第4号）案 【補正額:+20万6,000円】【補正後総額:25億9,203万9,000円】
【主な内容】職員の勤勉手当の支給月数の引き上げに伴う職員人件費の増額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第24号 令和元年度国立市介護保険特別会計補正予算（第4号）案 【補正額:+45万3,000円】【補正後総額:59億820万6,000円】
【主な内容】職員の勤勉手当の支給月数の引き上げに伴う職員人件費の増額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第25号 令和元年度国立市後期高齢者医療特別会計補正予算（第
4号）案

【補正額:+7万7,000円】【補正後総額:18億1,291万4,000円】
【主な内容】職員の勤勉手当の支給月数の引き上げに伴う職員人件費の増額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第27号 令和2年度国立市一般会計補正予算（第1号）案 【補正額:+1,832万1,000円】【補正後総額:319億9,332万1,000円】
【主な内容】新型コロナウイルス対策事業費等による増額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

条　
例

第1号 国立市施策等評価委員会条例案 市が実施する施策評価及び事務事業評価について､ 評価の客観性･透明性を確
保するため、施策等評価委員会を設置する条例を制定する 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決 

〇17･×3
第2号 職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例案 会計年度任用職員制度の導入に伴い､ 会計年度任用職員の服務の宣誓に関す

る規定を加えるため､ 条例の一部を改正する 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

可決 
〇20

第3号 国立市学童保育所条例の一部を改正する条例案 学童保育所の延長保育を振替休日等の学校休業日にも実施できるようにする
ため､ 条例の一部を改正する 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第4号 国立市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正す
る条例案

災害弔慰金の支給等に関する法律の一部改正に伴い､ 支給審査委員会の設置
に関する規定を加えるとともに､ 規定の整理を行うため､ 条例の一部を改正
する

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第5号 国立市介護保険条例の一部を改正する条例案
消費税率の引上げによる低所得者の保険料軽減強化の完全実施に伴い､ 所得
階層が第1段階から第3段階までの第1号被保険者の保険料を軽減するため､
条例の一部を改正する

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第6号 国立市国民健康保険税条例の一部を改正する条例案 国民健康保険税（介護給付金分）の課税限度額を国の基準に準じて改定し､ 保険税
均等割額の軽減対象となる所得基準を引き上げるため､ 条例の一部を改正する 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第19号 国立市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関す
る条例の一部を改正する条例案

特定任期付職員の期末手当の支給率の引上げを行うため､ 条例の一部を改正
する 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第20号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案 職員の勤勉手当の支給率の引上げを行うため､ 条例の一部を改正する 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第26号 国立市会計年度任用職員の報酬､ 勤務条件等に関する条例
の一部を改正する条例案

期末手当の支給対象外とする会計年度任用職員を規則で定めることについて､
委任規定を定めるため､ 条例の一部を改正する 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

人　
事

第28号 国立市教育委員会委員の任命に伴う同意について 大野孝儀氏【任期　令和2（2020）年4月1日〜令和6（2024）年3月31日】 無記名投票(投票総数:20票) 
同意:20票　不同意:0票

同 意
第29号 国立市固定資産評価審査委員会委員選任の同意について 仁科　渡氏【任期　令和2（2020）年4月1日〜令和5（2023）年3月31日】 無記名投票(投票総数:20票) 

同意:20票　不同意:0票

第30号 国立市総合オンブズマン委嘱の同意について 成瀨大輔氏【任期　令和2（2020）年4月1日〜令和5（2023）年3月31日】 無記名投票(投票総数:20票) 
同意:20票　不同意:0票

第31号 国立市総合オンブズマン委嘱の同意について 掛川亜季氏【任期　令和2（2020）年4月1日〜令和5（2023）年3月31日】 無記名投票(投票総数:20票) 
同意:20票　不同意:0票

そ
の
他

第7号
東京都市町村公平委員会を共同設置する地方公共団体の
数の減少及び東京都市町村公平委員会共同設置規約の変
更について

東京都市町村公平委員会を共同設置する福生病院組合が地方公営企業法に規
定する企業団へ移行することに伴い､ 東京都市町村公平委員会を脱退するこ
ととなったため､ 規約の一部を改正する

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決 
〇20

第8号 東京都後期高齢者医療広域連合規約の変更について 令和2年度分及び令和3年度分の後期高齢者医療の保険料について､ 保険料の
軽減に係る経費を区市町村の負担金として支弁するため､ 規約の変更を行う 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決 

〇16･×4

議
員
提
出
議
案

規
則
・
意
見
書

第1号 国立市議会会議規則の一部を改正する規則案

【提出者:髙柳貴美代議員ほか5名】
会派会議及び会派代表者会議について､ 議長､ 副議長及び会派代表者以外の
者の出席を認めるとともに､ 一般選挙後､ 議長が選任されるまでの間､ 議会
事務局長が招集できるよう規定を整理する｡ また､ 協議等の場として､ 広報
委員会及び広聴委員会を位置付ける

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決 
〇20

第2号 最低賃金の大幅引上げによる生活改善を求める意見書案

【提出者:高原幸雄議員ほか3名】
下記の事項を強く求める
1.法定労働時間の労働で健康で文化的な最低限度の生活ができる賃金を保障
するため､ 最低賃金を大幅に引き上げること
2.最低賃金引上げに対応する賃上げが困難な中小･零細企業に対し､ 最低賃金
の引き上げに対応できるように国及び東京都による支援を行うこと

× 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 可決 
〇11･×9

陳　
情

令和元年
陳情 

第34号
学校給食センター建て替えについて新たな検討内容に関
する陳情（継続審査分）

【陳情者:国立市民ほか10名】（ほか賛成署名887名）
PFI方式で進めるならば､ 調理部門を切り離し調理のあり方を検討して欲しい。
また建設についてはできる限り地域の民間事業者の参入も検討してほしい

× 〇 〇 × × × 〇 × × 〇 不採択 
〇9･×11

陳情 
第1号

種苗法第21条第3項の自家増殖禁止を重く受け止め､ 新
たな施策を求めることに関する陳情

【陳情者:国立市民】
国立市の伝統的な種子を発掘調査して､ それらの種子を保存､ 管理して農家に無
償で貸し出す､ 優良な新種を堂々と自家増殖できる制度を条例に明記してほしい

× 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 採択 
〇12･×8

陳情 
第2号 東1号線の一方通行化の中止に関する陳情

【陳情者:国立市民】
従来どおり､ 東1号線と都市計画道路3･4･10号線の交差点について北側から
の右折車線を設け､ 現在予定されている東1号線の片側通行化をやめることに
より､ 生活道路に大学通り､ 富士見通りへの通過交通車両の流入を防止し､
地域の生活圏の安全を確保してほしい

× 〇１ 
×３ 〇 × × × 〇 × 〇 〇 不採択 

〇7･×13

陳情 
第3号

国立駅南口前ロータリーにおける車道幅狭小化反対に関
する陳情

【陳情者:国立市民】
都市防災の危機管理のための道路幅確保､ 及び国立市の歴史的遺産であるロ
ータリーの保存､ そして予想されるロータリー内渋滞の発生の観点から車道
狭小などの国立駅南口前ロータリーの変更をしないでほしい

× 〇１ 
×３ 〇 × × × 〇 × × 〇 不採択 

〇6･×14

陳情 
第4号

最低賃金の大幅引上げによる生活改善を求める意見書提
出に関する陳情

【陳情者:国立･立川･昭島地域労働組合総連合代表者】（ほか賛成署名9名）
下記項目についての意見書を国立市議会として､ 国及び東京都の関係諸機関
に提出してほしい
1.法定労働時間の労働で､ 健康にして文化的な最低限度の社会生活ができる
賃金を保障するため､ 最低賃金を大幅に引き上げること
2.最低賃金引上げに対応する賃上げが困難な中小･零細企業に対し､ 最低賃金
の引き上げに対応できるよう国及び東京都による支援を行うこと

× 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 採択 
〇11･×9
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歳
入    （
質
疑
）

Ｑ
実
施
計
画
の
市
税
は
ど
の
よ
う

に
計
算
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
令
和
元
年
度
の
決
算
見
込
み

に
、
税
制
改
正
に
よ
る
影
響
や
経

済
の
状
況
等
を
加
味
し
、
令
和
２

年
度
の
市
税
の
見
込
み
を
作
成
し

た
。
同
様
に
、
令
和
３
年
度
か
ら

令
和
５
年
度
ま
で
の
実
施
計
画

も
、
順
送
り
に
作
成
し
て
い
る
。

Ｑ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
市
税

の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
が
、
過
去

の
市
税
の
減
収
は
。

Ａ
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
と
き
、

平
成
20
年
に
法
人
市
民
税
が
約

1
億
2
千
万
円
、
平
成
23
年
に
個

人
市
民
税
が
３
億
４
千
万
円
の
マ

イ
ナ
ス
だ
っ
た
。

Ｑ
地
方
消
費
税
交
付
金
が
３
億
６ 

千
500
万
円
の
増
で
あ
る
が
、
そ
の

使
途
は
。

Ａ
地
方
消
費
税
交
付
金
の
う
ち
、

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
増
収

分
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
費
に

充
当
す
る
。

Ｑ
都
市
計
画
事
業
が
な
く
、
都
市

計
画
税
を
基
金
に
積
み
立
て
て
き

た
経
過
が
あ
る
。
都
市
計
画
税
の

税
率
を
引
き
下
げ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

Ａ
総
務
省
の
通
知
で
は
、
剰
余
金

が
数
年
間
生
じ
る
状
況
に
お
い
て

は
、
税
率
の
見
直
し
等
の
適
切
な

措
置
を
講
ず
べ
き
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。
改
定
に
つ
い
て
は
、
今
後

検
討
す
る
。

Ｑ
市
の
都
市
計
画
事
業
を
考
え
る

と
、
す
ぐ
に
は
計
画
段
階
に
入
ら

な
い
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

Ａ
都
市
計
画
税
と
今
後
の
大
き
な

都
市
計
画
事
業
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
都
市
計
画
道
路
の
進
捗
、
南

武
線
の
立
体
交
差
化
等
を
含
め
、

ど
う
い
う
考
え
が
妥
当
で
あ
る
の

か
整
理
し
、
第
３
回
定
例
会
に
示

し
た
い
。

歳
出    （
質
疑
）

総
務
費

同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
導

入
事
業

Ｑ
事
実
婚
等
を
含
む
広
い
意
味
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
も
あ
る
が
、

事
業
名
を
あ
え
て
同
性
と
し
た
の

は
な
ぜ
か
。

Ａ
事
実
婚
も
含
め
た
制
度
を
検
討

し
、
そ
の
先
と
し
て
、
適
切
な
制

度
名
を
示
し
た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

Ｑ
市
民
の
自
由
と
人
権
を
守
る
姿

勢
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
を
促
す
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交

付
を
凍
結
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
持
つ

利
便
性
、
有
効
性
を
一
定
程
度
区

分
け
し
、
人
権
等
を
守
り
な
が
ら

対
応
す
る
こ
と
が
地
方
行
政
の
責

務
。

海
外
都
市
訪
問
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

等
委
託

Ｑ
ル
ッ
カ
市
と
の
友
好
交
流
都
市

協
定
は
具
体
化
す
る
の
か
。

Ａ
協
定
締
結
の
た
め
の
渡
航
費
用

で
、
人
的
交
流
、
経
済
交
流
、
特

産
品
の
販
売
、
文
化
交
流
、
芸
術

交
流
等
を
考
え
て
い
く
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム

Ｑ
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
を
研
究

す
る
予
算
は
。

Ａ
政
策
経
営
費
の
中
の
謝
礼
や
、

政
策
研
究
事
業
の
講
師
謝
礼
に
約

10
万
円
計
上
し
た
。
引
き
続
き
、

調
査
研
究
す
る
。

Ｑ
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
の
具
現
化
を
目
指
し
、
地
域
の

方
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
を
研

究
す
べ
き
で
は
。

Ａ
多
く
の
人
と
連
携
し
な
が
ら
、

「
喫
茶
わ
か
ば
」を
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
て
研
究
を
進
め
た
い
。

令和２（2020）年度の
すべての予算案を可決しました

環境政策が足りない。高齢者施策の削り過ぎは健康寿命に影響する
社民・ネット・緑と風　４名　反対

市民負担増ではなく、住民福祉の拡充を!
日本共産党　３名　反対

『国立ブランド』の向上には、さらなるまちづくりを
自由民主党　３名　賛成

予算の詳細は
市報4月20日号
をご覧ください

令和２年度予算案に対する会派代表討論（要旨）
≪会派名簿順に掲載/賛成・反対は一般会計予算案に対して≫
会派の構成人数により討論時間が異なるため、文字数に違いがあります。　市では節電が効果を上げ、電気の使用

量が減っているが、ＣＯ2の排出は増えて
いる。これは化石燃料を燃やして作った
安い電気を買っているからだ。再生可能
エネルギーへシフトするなど環境政策を
充実すべき。新給食センターは、調理を
含めた一体的なＰＦＩを導入しても実際
の効果額は15年間で７千800万円だ。災
害時の対応、長期休業中の学童クラブへ
の配食、適応指導教室への配食など、き
め細かな対応をすべきで、直営か財団方
式で行うべき。

　高齢者施策はここ何年かで結構削られた。
　健康寿命を延ばしたいのであれば、高
齢者が生活の質を落とさず、自分らしく
生きる社会を構築すべき。相談機能の充
実、助け合いのシステムに予算が必要。
高齢者、しょうがいしゃ、だれもが安心し
て暮らしていけるよう、ソーシャル・イン
クルージョンを推進する担当課を置くく
らいの対応がいる。公立学校の洋式トイ
レ化率は、80％を達成する。しかし、生
活様式の変化や子どもたちのニーズを考
えると、これで終わりではない。

□市税
□地方譲与税
□利子割交付金
□配当割交付金
□株式等譲渡所得割交付金
□法人事業税交付金
□地方消費税交付金
□自動車取得税交付金
□環境性能割交付金
□地方特例交付金
□地方交付税

□交通安全対策特別交付金
□分担金及び負担金
□使用料及び手数料
□国庫支出金
□都支出金
□財産収入
□寄附金
□繰入金
□繰越金
□諸収入
□市債

□議会費
□総務費
□民生費
□衛生費
□労働費
□農林費
□商工費
□土木費
□消防費
□教育費
□公債費
□諸支出金
□予備費

... . . . . . . . . . . . . . . . .19万7,649円
... . . . . . . . . . . . . .1,651円

... . . . . . . . . . . . . .289円
... . . . . . . . . . . .1,561円

...853円
... . . . . . . . .367円
... .2万1,314円

... . . . . . . . .0円
.. . . . . . . . . .393円

……………787円
... . . . . . . . . . . . . . . . .984円

..118円
.. . . . .3,543円
... . . . .9,765円

.. . . . . . . . . .7万3,363円
... . . . . . . . . . .6万6,271円
... . . . . . . . . . . . . . . .1,735円

... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .0円

... . . . . . . . . . . . . .1万4,378円
... . . . . . . . . . . . . . . . . .2,623円
... . . . . . . . . . . . . . . . . .2,855円

... . . . . . . . . . . . . . . . .1万8,890円

... . . . . .3,997円
...3万8,379円
..22万2,510円
...2万5,543円
... . . . . . . . . .49円
... . . . . . . .823円
... . . . .2,140円
...4万4,144円
...1万3,900円
...4万4,052円
...2万1,573円

... . .2,015円
... . . . . . . .262円

　永見市長の施政方針において、人権・
平和施策を進めるとしているが、市長と
して政府に核兵器禁止条約への署名・批
准を求めるべきである。
　また、新規政策予算の約30%が大型開
発に使われているが、不要不急の開発事
業ではなく、住民福祉に予算を投じるべき。
　高齢者施策やしょうがい者施策につい
ては、政策予算の３～４%程度にしかなら
ず、医療・介護・障がいなどの重要性が
高まっているにも関わらず、不十分であ

ると言わざるを得ない。
　新学校給食センターについては、浸水
想定地域に建設すべきではない上にＰＦ
Ｉ方式で費用は抑えられないため、運営
は直営で行うべき。
　また、国保財政健全化計画では目標削
減額に達成しない場合、国保税増税が視
野に入っており、認められるものではない。
国保税の増税ではなく、自治体独自の制
度として、均等割の減額ないし免除制度
を設けるべきである。

　すべての予算案に対し賛成する。永見
市政任期最後の予算では、これまでの総
決算と今後の国立市のまちづくりの骨格
が入っている予算になっています。すべ
ての施策や業務にソーシャルインクルー
ジョンの理念を根底に入れ人権を尊重し、
お互いの多様性を認め合うまちの実現に
向けて施策を進めるとしているところは、
永見市長の目指すまちづくりです。また、
今年度策定する第５期基本構想第二次基
本計画で人口を増加させ、活力あるまち
を目指すとしているところは、人口減少

社会の中での果敢な挑戦であり、これを
支持します。『国立ブランド』というもの
が、ブランド疲労しないように、更新と新
たな取り組みが必要です。予算には旧国
立駅舎施策、富士見台地域重点まちづく
り、ＪＲ南武線立体交差事業に伴うまち
づくり、農の営みが残る谷保の原風景の
保全と、国立市全体のまちづくりの施策
が強く打ち出されており高く評価します。
今回の新型コロナウイルス感染症対策で
は、職員の献身的な働きへ感謝するとと
もに、今後の対応をお願いします。

民生費
53.06%

衛生費
6.09%

労働費
0.01%

農林費
0.20%

商工費
0.51%

土木費
10.53%

消防費
3.31%

教育費
10.50%

公債費
5.14%

諸支出金
0.48%

予備費
0.06%

議会費
0.95%

総務費
9.15%

※令和2年3月1日現在の人口で計算（小数点以下四捨五入）

※構成比は四捨五入しているため、100%にならないことがあります。

歳入 歳出

人口一人あたりの歳入と歳出令和２年度 一般会計予算案
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子どもの生きる力の基本となる食のビジョンなきセンター建設反対!
こぶしの木　１名　反対

コロナ対策、市民の生命・生活を守るため大胆な財政出動を!
みらいのくにたち　１名　賛成

国立の新たな歴史に繋がる魅力あるまちづくりを!

成果を上げる具体的な取り組みを!!

新しい議会　２名　賛成

立憲民主党　１名　賛成

●
国
民
健
康
保
険

Ｑ
滞
納
に
よ
る
差
押
え
が
低
所
得

者
に
偏
っ
て
い
な
い
か
。

Ａ
こ
こ
数
年
で
収
納
率
も
伸
び

た
。
滞
納
金
額
の
多
い
低
額
層
に

も
着
手
で
き
、
結
果
的
に
件
数
が

増
え
た
。

Ｑ
短
期
被
保
険
者
証
を
郵
送
せ

ず
に
、
窓
口
等
に
留
め
置
き
し
て

い
な
い
か
。

Ａ
納
付
相
談
等
に
来
な
い
、
納
付

確
認
が
で
き
な
い
方
を
対
象
に
留

め
置
き
し
て
い
る
。
今
後
は
柔
軟

に
対
応
し
、
郵
送
し
て
い
き
た

い
。●介

護
保
険

Ｑ
高
齢
者
福
祉
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
長
期
間
の
施
策
を
今
後
ど

の
よ
う
に
予
算
化
す
る
の
か
。

Ａ
高
齢
者
食
事
サ
ー
ビ
ス
事
業

費
、
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

費
な
ど
複
合
的
に
関
連
づ
け
て
取

り
組
む
。

特
別
会
計
予
算
案
の
主
な
質
疑

着実に行財政改革を進め、健全で持続可能な財政運営を
公明党　３名　賛成

　令和2年度国立市一般会計予算並びに
各特別会計予算に賛成する。
　一般会計予算は15億円増の319億円余
りとなったが、市税は減を、普通交付税
は不交付団体となることを見込んでおり、
厳しい財政状況での予算編成となった。
　消費税率引き上げに伴う消費税交付金
のうちの税率引き上げ分は社会保障費に
充当されることが確認できた。
　人件費2億円増は会計年度任用職員
制度の導入による。会計年度任用職員

の役割は大きく活躍を期待する。
　民営化や外部委託、AI・RPAの導入
を進め、行財政改革の取り組みが着実
に進むことを期待する。
　パートナーシップ制度導入事業、旧
国立駅舎管理運営事業、中小企業支援
事業、産後ケア事業、がん検診受診率
向上事業、災害応急対策事業、期日前
投票所の新規開設など、多様な市民ニ
ーズに応えた市民サービス向上の事業
が多数予算化されており、評価する。

　令和2年度の予算は、持続可能な魅
力的なまちづくりの第一歩となる前向
きな編成と考える。
　待機児童対策に加え、産後ケア事業、
幼児教育プロジェクトなど、選ばれる
まちになるための要素を充実させてい
ることを評価する。
　災害応急対策事業では、地震や台風
に備えるとともに、感染症対策も視野に、
薬用石鹸など備品の購入をお願いしたい。
　再築された旧国立駅舎にピアノを置

き、「文化と芸術のまち」として市内外
へアピールすることで、国立ブランド
を高め、賑わいや集客に繋がるものと
考える。大学通り商業地区の都市景観
への配慮を促すガイドライン作成とと
もに、大いに期待する。
　新型コロナウイルスの影響は計り知
れず、必要とあらば補正予算を組んで
でも住民を救うという覚悟と柔軟な行
政運営をお願いして、すべての会計予
算案に賛成する。

　学校教育における校務支援システムの
導入や環境問題対策の中でも市内の温室
効果ガスの排出量削減対策として、民生
部門へは目標だけでなく実質的な削減を。
　医療的ケアが必要な子供に対して保育

園や小学校での副籍交流を進めたことは
評価するが、学童への移動支援は根本
的な解決に至っていないこと、医療型の
児童発達支援事業所が市内にないことな
ど課題を認識し取り組むことを要望する。

　教育・医療・行財政改革、3つの施
策をしっかり行うべき。予算、平時で
あれば、財政均衡は当然である。しか
し、今は平時ではない。
　コロナ対策、市民生活を守るため、
大胆な財政出動を強く要望する。市職

員が休校などの対応に尽力したことに
感謝する。コロナとの長い闘い、市が
最後のセーフティーネットである。職
員の感染予防に力を尽くす中、市民の
生命・生活を守る努力をお願いする。

　市長として、女性・男性・多様な性
の平等条例と、人権・平和基本条例の
先駆的条例を当事者と共に作り、公民
館の直営と無料を守ると明言したこと
は高く評価する。
　しかし、給食センター建て替えにつ

いては、これまで関わってきた保護者
や市民の意見を聞かず、全国の8割の
市町村で作成している食育推進計画も
作らないまま、15年間も調理等の運営
委託を決めたことは重大な問題。調
理・配膳は手放すな。

教育よりコスト削減、地域より大手企業体では豊かな未来はない!
耕す未来＠くにたち　１名　反対

　50年間、地域で育まれてきた学校給
食（直営）が終わる。大手企業体に15年
間、約50億円の市税を流し込むPFI方式
を選んだ永見市長の責任は厳しく問われ
るだろう。約１千200万円の賃料を60年

払う新給食センター予定地も「洪水ハザ
ードマップ」3ｍの浸水想定区域にある。
これでは、子どもの健やかな心身の成長
を願う最善の策とは言えない。PFIあり
きで進めた予算編成に抗議し、反対する。

市民ニーズにあった施策の遂行のための企画事業費の出費が増える
樹木の会　１名　賛成

　市長の施政方針に沿った施策事業で
展開され、歳入では市税が微減、地方
消費税、国等の支出金は増加見込。歳
出では、民生費が認可保育園の新設に
伴う保育所運営委託料や障害者福祉サ
ービス、街路等LED化工事費、教育で

は市立第二小学校改築実施設計や六小
の屋内運動場の空調整備工事費、市立
学校給食センター設置の整備事業費の
計上、会計年度任用職員制度の報酬、
期末手当の負担増がある。

民
生
費

ひ
と
り
親
福
祉
費

Ｑ
い
ず
れ
の
事
業
も
利
用
者
数
が

少
な
い
が
そ
の
理
由
は
。

Ａ
就
労
に
加
え
、
１
人
で
子
育
て

す
る
生
活
上
の
困
難
を
抱
え
て
お

り
、
制
度
の
利
用
が
難
し
い
の
で

は
と
考
え
る
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
利
用
助
成
事
業

Ｑ
ど
の
よ
う
に
広
く
多
く
の
方
に

知
っ
て
も
ら
う
の
か
。

Ａ
市
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
チ

ラ
シ
、
子
育
て
応
援
ア
プ
リ
等
で

積
極
的
に
情
報
発
信
し
て
い
き
た

い
。

子
ど
も
の
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス

Ｑ
子
ど
も
の
移
動
支
援
は
親
に

と
っ
て
は
切
実
な
願
い
だ
が
、
ど

の
よ
う
な
工
夫
を
す
る
の
か
。

Ａ
移
動
支
援
事
業
所
リ
ス
ト
を
定

期
的
に
更
新
す
る
。
空
き
情
報
の

リ
ス
ト
へ
の
掲
載
は
、
方
法
を
含

め
検
討
し
た
い
。

自
殺
対
策
計
画
策
定
事
業

Ｑ
具
体
的
な
自
殺
対
策
計
画
は
、

進
ん
で
い
る
か
。

Ａ
自
殺
対
策
庁
内
連
絡
会
を
設
置

し
、
国
立
市
自
殺
対
策
計
画
策
定

に
つ
い
て
、
検
討
し
て
き
た
。
令

和
２
年
度
で
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
、
計
画
を
策
定

す
る
予
定
。

衛
生
費

産
後
ケ
ア
事
業

Ｑ
令
和
２
年
度
か
ら
始
ま
る
産
後

ケ
ア
事
業
の
内
容
は
。

Ａ
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
型
、
宿
泊
型
、
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
型
が
あ
り
、
市
で
は
３

つ
全
て
実
施
す
る
。

が
ん
対
策

Ｑ
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
に
努

め
て
も
ら
い
た
い
が
、
令
和
２
年

度
の
が
ん
対
策
は
。

Ａ
対
策
型
が
ん
検
診
を
推
進
し
て

い
る
。
令
和
２
年
度
は
、
が
ん
検

診
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。（
仮

称
）が
ん
検
診
推
進
会
議
を
開
催
す

る
た
め
、
報
償
費
を
計
上
し
た
。

ま
た
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
車
で

乳
が
ん
検
診
の
回
数
を
増
や
し
、

受
診
率
の
向
上
を
図
り
た
い
。

Ｑ
出
産
前
後
は
乳
が
ん
検
診
を
受

け
ら
れ
な
い
が
、
対
策
は
。

Ａ
出
産
等
で
受
診
の
タ
イ
ミ
ン
グ

が
合
わ
な
い
方
も
い
る
。
４
月
か

ら
翌
年
２
月
ま
で
受
診
で
き
る
医

療
機
関
を
案
内
し
た
り
、
電
話
や

メ
ー
ル
で
問
合
わ
せ
を
受
付
け
て
い

る
の
で
、
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

商
工
費

ｆ-

Ｂ
ｉ
ｚ
モ
デ
ル

Ｑ
ｆ-

Ｂ
ｉ
ｚ
モ
デ
ル
の
進
捗
と
方

向
性
は
。

Ａ
商
工
会
と
車
の
両
輪
と
な
り
実

施
す
る
。
５
月
に
セ
ン
タ
ー
長
を

公
募
し
、
今
年
度
か
来
年
度
に

オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
あ
る
。

土
木
費

旧
国
立
駅
舎
管
理
運
営
事
業

Ｑ
旧
国
立
駅
舎
を
ま
ち
の
魅
力
発

信
の
拠
点
と
す
る
と
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
な
事
業
か
。

Ａ
日
常
時
に
は
待
ち
合
わ
せ
や
、

憩
い
の
場
に
、
非
日
常
時
に
は
イ
ベ

ン
ト
会
場
に
。
ま
た
、
市
の
歴
史
・

文
化
・
芸
術
を
発
信
す
る
展
示
室
、

ま
ち
の
魅
力
等
の
情
報
を
提
供
す
る

ま
ち
案
内
所
の
機
能
を
有
す
る
。

福
祉
有
償
運
送
事
業

Ｑ
利
用
者
が
介
助
者
を
用
意
で
き

な
い
と
き
の
対
応
は
。

Ａ
運
転
手
と
は
別
に
介
助
者
の
同

乗
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
介
助
者

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
斡
旋
や
介
護
タ

ク
シ
ー
事
業
者
と
の
連
携
等
を
検

討
す
る
。

地
域
交
通
施
策
事
業

Ｑ
運
行
経
費
補
助
金
３
千
171
万 

４
千
円
の
算
出
方
法
、
用
途
等

は
。
ま
た
、
交
通
不
便
地
域
の
解

消
施
策
は
。

Ａ
運
行
経
費
補
助
金
の
内
訳
は
、

く
に
っ
こ
が
２
千
246
万
4
千
円
を

立
川
バ
ス
株
式
会
社
へ
、
あ
お
や

ぎ
っ
こ
が
925
万
円
を
有
限
会
社
銀

星
交
通
へ
支
払
い
を
予
定
し
て
い

る
。
交
通
不
便
地
域
に
つ
い
て

は
、
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
、
施
策
を
検
討
す
る
。

消
防
費

災
害
応
急
対
策
事
業

Ｑ
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
考
え
方
に

基
づ
き
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バ
ッ

テ
リ
ー
や
排
水
ポ
ン
プ
購
入
の
た

め
の
予
算
が
組
ま
れ
た
が
、
そ
の

内
容
は
。

Ａ
排
水
ポ
ン
プ
１
台
、
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
バ
ッ
テ
リ
ー
11
台
を
購
入

す
る
。
平
常
時
は
イ
ベ
ン
ト
や
訓
練

等
に
、
災
害
時
は
指
定
避
難
所
で

非
常
用
電
源
と
し
て
活
用
し
た
い
。

教
育
費

新
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

Ｑ
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

Ａ
無
駄
が
な
い
使
い
勝
手
の
良
い

施
設
・
設
備
が
で
き
る
。
ま
た
、
民

間
事
業
者
の
経
験
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取

り
入
れ
、
給
食
の
質
を
さ
ら
に
高
め

た
い
。
財
政
的
に
は
、
15
年
間
で

１
億
５
千
万
円
の
効
果
が
あ
る
。

Ｑ
削
減
効
果
額
は
７
千
857
万
９
千

円
で
は
な
い
の
か
。

Ａ
15
年
間
の
長
期
分
割
で
割
賦
す

る
形
で
計
算
す
る
と
、
１
億
５
千 

万
円
に
な
る
。

Ｑ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
基
づ
く
、
子
ど
も
と

食
と
農
と
環
境
と
教
育
を
つ
な
ぐ

総
合
食
育
セ
ン
タ
ー
機
能
を
発
揮

す
る
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
の
た
め

の
調
理
員
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
。

Ａ
調
理
員
の
果
た
す
べ
き
役
割
は

非
常
に
大
き
い
が
、
調
理
員
が
そ

の
全
て
を
担
う
こ
と
に
は
な
ら
な

い
。
学
校
教
育
課
程
で
の
取
り
扱

い
も
十
分
尊
重
し
た
い
。

Ｑ
新
給
食
セ
ン
タ
ー
用
地
の
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
の
結
果
は
。

Ａ
建
物
の
建
設
に
必
要
な
地
盤
の

性
質
を
把
握
す
る
目
的
で
行
い
、

地
盤
の
状
況
は
良
好
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
審
議
を
経
て
、

令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
案
は

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

◇�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

案
◇
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
案

◇�

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
案

◇
下
水
道
事
業
会
計
予
算
案

の
４
つ
の
予
算
案
も
審
議
の
結
果
、

す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。
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新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に関する市の取組状況について報告
がありました 【各常任委員会】

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

 

総
務
文
教
委
員
会 

Ｑ
国
立
市
で
も
一
律
休
校
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
市
民
要

望
と
し
て
、
自
主
登
校
が
要
望
さ

れ
て
い
る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

Ａ
国
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
状
況
に
つ
い
て
、
感
染

状
況
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
現
在

の
と
こ
ろ
、
状
況
改
善
が
な
い
と

こ
ろ
か
ら
休
業
の
緩
和
等
は
考
え

て
い
な
い
。

Ｑ
親
子
と
も
に
ス
ト
レ
ス
が
た

ま
っ
て
い
る
と
聞
く
が
、
校
庭
開

放
な
ど
工
夫
は
で
き
な
い
の
か
。

Ａ
な
る
べ
く
開
け
る
と
こ
ろ
は
開

け
て
い
き
た
い
が
、
濃
厚
接
触
を

避
け
な
が
ら
対
応
で
き
る
か
検
討

し
て
い
く
。

Ｑ
長
期
間
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る

可
能
性
が
あ
る
が
、
ど
う
か
。

Ａ
一
度
終
息
し
て
も
、
緊
張
感
を

抜
か
ず
に
状
況
を
見
守
っ
て
い
く
。

Ｑ
公
共
施
設
で
感
染
者
が
発
生
し

た
場
合
、
管
理
は
ど
う
す
る
の
か
。

Ａ
都
保
健
所
の
指
導
を
踏
ま
え
て
、

判
断
、
実
施
を
す
る
。

Ｑ
要
保
護
児
童
だ
け
で
は
な
く
、

虐
待
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
把
握
し
て
お
り
、
必
要
に
応

じ
て
家
庭
訪
問
や
電
話
対
応
を

行
っ
て
い
る
。

Ｑ
休
校
中
の
学
習
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

Ａ
各
校
に
よ
り
違
う
が
、
プ
リ
ン

ト
配
付
や
学
習
範
囲
の
指
定
な
ど

で
対
応
し
て
い
る
。

Ｑ
授
業
の
遅
れ
に
つ
い
て
は
ど
う

取
り
戻
す
の
か
。

Ａ
全
体
の
学
習
で
一
斉
に
行
い
、

必
要
に
応
じ
て
個
別
に
対
応
を
し

て
い
く
。

Ｑ
Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー
と
い
う
形
で

情
報
提
供
を
す
る
の
は
良
か
っ
た

と
思
う
が
、
今
後
も
こ
の
対
応
が

必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ
先
の
台
風
１９
号
の
課
題
も
踏
ま

え
た
う
え
で
、
情
報
発
信
を
心
掛

け
た
。
今
後
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

建
設
環
境
委
員
会 

Ｑ
中
小
企
業
支
援
と
し
て
国
が
支

援
を
始
め
た
が
、
相
談
は
来
て
い

る
の
か
。

Ａ
支
援
に
関
す
る
相
談
や
届
け
出

は
来
て
い
る
。
収
入
減
な
ど
の
声

も
届
い
て
い
る
。

Ｑ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等
の
利
用

自
粛
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
実

態
か
。

Ａ
こ
の
間
、
予
約
の
１
割
２
割
が

キ
ャ
ン
セ
ル
と
い
う
実
態
で
あ
る
。

Ｑ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等
に
手
指

消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
は
備
え

ら
れ
て
い
る
か
。

Ａ
各
施
設
に
配
備
で
き
て
い
る
状

況
で
は
な
い
。
一
部
の
施
設
に
つ
い

て
在
庫
で
対
応
し
て
い
る
状
況
だ
。

入
荷
を
待
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

Ｑ
民
間
事
業
者
で
は
ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
で
き
る
も
の
が
足
り
な
い
と

い
う
声
が
聞
こ
え
て
い
る
。
容
器

自
体
は
あ
っ
て
も
中
身
が
な
い
な

ど
、
悩
ん
で
い
る
状
況
だ
が
、
行

政
と
し
て
何
ら
か
の
ア
ク
シ
ョ
ン

が
で
き
な
い
の
か
。

Ａ
現
状
マ
ス
ク
が
か
な
り
不
足
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
、
消
毒
液
自

体
も
流
通
が
滞
っ
て
い
る
と
い
う

よ
う
な
話
も
届
い
て
い
る
。
行
政

と
し
て
も
備
品
を
様
々
な
つ
な
が

り
を
通
じ
て
、
日
々
相
談
を
し
て
い

る
が
、
関
連
業
者
か
ら
も
検
討
さ

せ
て
ほ
し
い
と
い
う
話
を
伺
っ
て

い
る
。
東
京
都
に
も
相
談
を
し
て

い
る
の
で
、
多
角
的
に
今
後
対
応

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
現
状
市
内
の
様
子
を
見
る
と
商

店
等
の
お
客
が
と
て
も
少
な
い
よ

う
に
感
じ
る
。
国
立
市
と
し
て
ど

の
よ
う
な
状
況
が
あ
る
の
か
。

Ａ
公
共
施
設
に
関
し
て
は
、
学
校

休
校
や
利
用
自
粛
が
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
が
ど
う
い
っ
た
生
活
を

送
っ
て
い
る
の
か
、
不
安
や
課
題

は
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
見
て

回
っ
た
。
学
童
や
幼
稚
園
な
ど
濃

厚
接
触
が
生
ま
れ
な
い
よ
う
な
形

で
様
々
な
工
夫
を
し
て
い
る
と
感

じ
た
。

Ｑ
国
立
市
独
自
で
で
き
る
要
望
は

少
な
い
の
か
。

Ａ
国
立
市
と
し
て
は
、
国
や
都
の

融
資
施
策
が
充
実
し
て
い
る
た
め
、

利
子
の
補
給
と
い
っ
た
こ
と
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
こ
の
間
の
自
粛
に
つ
い
て
国
の

指
導
に
従
っ
て
や
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
市
独
自
で
期
間
の
設
定
・
解

禁
を
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

Ａ
特
段
国
の
指
導
が
あ
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
自
粛
に
つ
い
て
も
状

況
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
市
独
自
の
上
乗
せ
融
資
政
策
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
東
京
都
の
融
資
制
度
の
利
息
分

に
関
し
て
、
上
乗
せ
を
検
討
し
て

い
る
。

Ｑ
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
賃
金
補
償
が

約
半
分
に
な
っ
て
い
る
が
、
市
に

問
い
合
わ
せ
は
あ
る
か
。

Ａ
市
に
は
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

 

福
祉
保
険
委
員
会 

Ｑ
市
内
学
童
の
利
用
率
が
５
割
ぐ

ら
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
マ
ス
ク
や

消
毒
剤
な
ど
は
足
り
て
い
る
の
か
。

Ａ
子
ど
も
用
マ
ス
ク
は
品
薄
の
た

め
、
各
家
庭
で
準
備
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
が
、
必
要
に
応
じ
て
提

供
し
て
い
る
。
消
毒
剤
に
つ
い
て

は
、
何
と
か
足
り
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

Ｑ
民
間
で
も
子
ど
も
の
預
か
り
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、

物
資
状
況
は
。

Ａ
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
や
一
時
預
か
り
の
場
な
ど
に

つ
い
て
連
絡
を
取
り
、
必
要
に
応

じ
て
渡
せ
る
よ
う
な
体
制
に
し
て

い
く
。

Ｑ
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
マ
ス

ク
の
備
蓄
開
放
を
行
っ
た
が
、
介

護
・
し
ょ
う
が
い
分
野
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

Ａ
こ
れ
ま
で
に
配
布
は
行
っ
て
い

る
が
、
今
後
に
つ
い
て
も
都
や
国

か
ら
届
き
次
第
、
配
布
し
て
い
く
。

Ｑ
医
療
機
関
等
か
ら
マ
ス
ク
不
足

の
声
が
あ
っ
た
場
合
、
備
蓄
を
開

放
す
べ
き
で
は
。

Ａ
緊
急
性
が
高
い
場
合
に
は
、
対

策
本
部
で
確
認
し
て
対
応
す
る
。

Ｑ
市
内
在
住
の
看
護
師
か
ら
消
毒

液
が
足
り
な
い
と
い
う
声
が
あ
る
。

市
の
対
応
は
ど
う
か
。

Ａ
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
に
つ
い
て

は
厚
労
省
で
エ
タ
ノ
ー
ル
ジ
ェ
ル

を
配
布
す
る
と
い
う
情
報
が
あ
る
。

市
と
し
て
も
調
達
に
努
め
て
い
る

が
、
配
布
で
き
る
ほ
ど
調
達
で
き

な
い
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
ま
た

滅
菌
ガ
ー
ゼ
等
も
不
足
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
が
、
市
で
少
量
確

保
し
て
い
る
分
を
早
急
に
配
布
し

て
い
く
。

Ｑ
学
校
休
校
に
伴
っ
て
、
給
食
も

止
ま
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に

子
ど
も
の
食
を
確
保
し
て
い
く
の

か
。

Ａ
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
で

支
援
し
て
い
る
家
庭
へ
、
個
別
対

応
を
行
い
つ
つ
対
応
し
て
い
く
。

Ｑ
補
正
予
算
で
防
護
服
を
購
入
す

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
国
立
市
で

は
足
り
る
の
か
。

Ａ
保
健
セ
ン
タ
ー
で
875
着
購
入
し

て
い
る
。
今
後
ど
の
よ
う
な
推
移

に
な
る
か
で
あ
る
が
、
今
回
の
補

正
予
算
で
増
量
す
る
予
定
で
あ
る
。

Ｑ
子
育
て
ひ
ろ
ば
の
利
用
状
況
は
。

Ａ
平
常
通
り
開
所
し
て
お
り
、
他

市
か
ら
利
用
し
に
来
て
い
る
方
、

自
粛
し
て
い
る
方
等
の
関
係
で
例

年
ど
お
り
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

Ｑ
福
祉
と
保
健
と
医
療
の
連
携
が

試
さ
れ
る
と
き
だ
が
、今
の
課
題
は
。

Ａ
子
ど
も
の
居
場
所
を
確
保
し
て

い
く
と
と
も
に
、
今
回
高
齢
者
と

の
つ
な
が
り
が
途
絶
え
た
状
況
が

あ
り
、
今
後
ど
の
よ
う
に
つ
な
ぎ

直
す
か
が
課
題
で
あ
る
。

Ｑ
学
童
に
通
っ
て
い
な
い
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
も
校
庭
開
放
を

行
っ
て
ほ
し
い
。
市
と
教
育
委
員

会
で
連
携
を
と
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

Ａ
教
育
委
員
会
と
は
連
携
を
取
ら

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
し
っ
か

り
と
今
後
も
話
を
し
て
い
く
。

こ
ん
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た

 

総
務
文
教
委
員
会 

●
緊
張
感
を
抜
か
ず
長
期
間
、
対

応
し
て
い
く
の
は
大
変
だ
が
、
担

当
職
員
の
体
調
管
理
も
し
っ
か
り

と
行
っ
て
い
き
、
対
策
予
算
が
必

要
と
な
っ
た
ら
補
正
予
算
を
出
し
、

必
要
な
対
策
を
と
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

●
こ
れ
か
ら
先
、
学
校
休
業
が
続

け
ば
様
々
な
課
題
の
対
応
が
必
要

だ
。
国
立
市
と
し
て
今
後
丁
寧
に

何
が
必
要
か
と
い
う
こ
と
を
想
定

し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
、
給
食
費
の
返
還
や
授
業
日
数

の
確
保
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
り
、

学
校
の
未
修
部
分
の
問
題
も
あ
る
。

ど
の
よ
う
に
保
障
し
て
い
く
の
か

を
し
っ
か
り
と
考
え
て
対
応
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

●
こ
の
間
、
行
政
が
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
考
え

て
い
る
。
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
設

置
な
ど
体
制
づ
く
り
と
し
て
非
常

に
有
効
だ
っ
た
。
ま
た
、
災
害
級

の
事
態
に
な
っ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
が
、
市
の
取
り
組
み
と
し

て
先
が
見
え
な
い
と
い
う
と
こ
ろ

だ
が
、
今
後
も
市
民
の
た
め
に
努

力
を
お
願
い
し
た
い
。

●
今
一
番
重
要
な
の
は
、
適
切
な

情
報
伝
達
だ
と
考
え
る
。
市
と
し

て
正
し
い
情
報
を
的
確
に
発
信
し

て
い
た
だ
く
こ
と
や
、
速
や
か
に

情
報
提
供
し
な
く
て
は
い
け
な
い

こ
と
な
ど
を
適
切
に
伝
達
し
て
い

く
こ
と
を
今
後
も
お
願
い
す
る
。

 

建
設
環
境
委
員
会 

●
現
在
マ
ス
ク
・
消
毒
液
・
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
等
が
店
頭
か
ら

消
え
て
お
り
、
店
頭
に
あ
っ
て
も

す
ぐ
無
く
な
っ
て
し
ま
う
。
市
役

所
で
マ
ス
ク
な
ど
を
配
布
す
る
な

ど
検
討
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
学

習
機
会
の
保
障
に
つ
い
て
補
習
も

活
用
し
て
ほ
し
い
。

●
あ
る
程
度
国
の
方
針
に
従
っ
た

ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。
各

自
治
体
の
判
断
で
ク
ラ
ス
タ
ー
を

発
生
さ
せ
た
場
合
、
責
任
が
と
れ

る
の
か
。
国
の
判
断
で
解
禁
と
い

う
な
ら
良
い
と
思
う
が
、
自
治
体

独
自
で
自
粛
規
制
の
撤
廃
は
や
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

 

福
祉
保
険
委
員
会 

●
今
後
も
、
電
話
連
絡
や
相
談
な

ど
積
極
的
に
続
け
て
い
た
だ
き
、

子
ど
も
の
虐
待
な
ど
が
増
え
な
い

よ
う
努
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

う
。

●
市
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
周
知

が
さ
れ
て
い
な
い
。
合
わ
せ
て
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
情
報
に
ア
ク
セ

ス
し
や
す
い
構
成
を
求
め
る
。
ま

た
医
療
状
況
も
含
め
て
中
長
期
的

な
視
点
を
も
っ
て
対
応
し
て
ほ
し

い
。



令和２（2020）年５月５日発行 No.2527

まちの価値を高める具体的な施策を
新しい議会

施政方針は新しい言葉で具体的に
社民・ネット・緑と風

食と農と環境をつなぐ学校給食を
こぶしの木

南部地域整備及び次世代育成について
自由民主党

市長施政方針表明に対する
会派代表質問（要旨）

会派の構成人数により質問時間が異なるため、文字数に違い
があります。
☆�市長施政方針表明の全文は市のHP、抜粋は市報4月5日号をご覧ください。

増税から市民の暮らしを守る市政に
日本共産党

Q�市長は日本政府に対し核兵器の
禁止条約の署名と批准を求める
べきと思うが。

A�我が国の立場は被爆国として核
保有国と持っていない国との橋
渡しをするという、実現を通し
て核のない平和な社会づくりに
貢献する。

Q�特別養護老人ホームの整備を進
める必要があると思うが。

A��施設を設置していく状況にはな
い。

Q�子どもの医療費助成制度の拡充
を進めるべきではないか。

Aすぐにという答えはできにくい。
Q�富士見台地域のまちづくりは、

団地の建て替え、公共施設の複
合化、再開発は行うべきではな
いと思うが。

A�富士見台地域の資源とニーズを
重ね合わせてまちづくり構想を
策定する。

Q�個人や個店を支えるf-Bizを導入
したことは評価されるが、旧駅
舎の再築を機に、駅周辺の看板
を統一化していくなど、トータ
ルでまちの価値を高める施策が
必要ではないのか。

A�非常に大事なこと。その第一歩
として景観計画を変えて、市民
が共感を持てるような環境づく
りをしていきたい。

Q�子どもが将来の夢や希望を実現
するために、経済的な課題を持
つ家庭への支援をどのように行
うべきか。

A�親への経済的支援になりがちだ
が、子どもが将来にわたって生
計を立てていく基礎となる教育
環境、教育支援が最も重要だと
思っている。

永見市長1期目3年間の総括を問う
公明党

Q�市長就任直後の市政方針の総括
は。

A�地域包括ケアの推進や女性と男
性及び多様な性の平等参画に関
する条例を制定するなどの政策
を実施した。

Q�産後の不安定な時期のケア等に
どのように寄り添うのか伺う。

A�来年度から子育て世代包括支援
センターを開設し、機能強化を
図る。

Q�フェーズフリーの視点が新たな
公共施設の建設の際に必要と思
うが、どうか。

A�公共施設の建て替えのときには
フェーズフリーの観念を入れて
いきたい。

Q�旧国立駅舎再築は、一般財源を
使わずに工事を進めてきたが、
総括を伺う。

A�国の交付金や市民等からの寄付
金で再築した。一般財源は使っ
ていない。

Q�子ども医療費助成の所得制限撤
廃を中学校3年生まで拡大する
見通しは。

A�拡大にはおよそ2千万円かか
る。どうやったらできるかを考
えたい。

「人間を大切にする」市政の実現を !
耕す未来 @ くにたち

Q�管理職のジェンダー不均衡を問
う。

A�明らかに不均衡である。是正の
努力をする。

Q�非正規雇用職員の待遇は「会計年
度任用職員制度」で改善されるの
か。

A�新たな手当等の財源は確保する。
Q�自殺予防等ＪＲ国立駅の遅れて

いる安全対策に、真剣な折衝が
必要だ。

A�地元負担解消を含め交渉してい
く。

Q�ハザードマップ3m浸水想定区
域に新学校給食センター建設は
大変不安である。

A（時間切れで答弁なし）

Q�平和首長会議が求める核兵器禁
止条約の早期締結を求める署名
を市報を使って呼びかけたらど
うか。

A�ご提案があったことを含め検討
する。

Q�施政方針には、子ども基本条例
の目的が全く書かれていないが
目的は何か。

A�子どもの生きやすい環境を作
り、子どもの発言が生かされる
条例をつくる。

Q�地球温暖化防止対策を自治体と
して率先して進めるべきではな
いか。

A�市が率先して見える形でやるべ
きというご意見、私も必要と考
えている。契約更新に向けて十
分検討する。

Q�フルインクルーシブ教育を目指
すとしているが、二中に開設す
る情緒固定学級というのは、
ネーミングが悪いし、フルイン
クルーシブ教育とそぐわないよ
うに思うがどのように考えてい
るのか。

A�必ずしも適切な名称ではないと
考える。気をつけていきたいと
思う。

Q�街中にピアノを置いて自由に弾
けるプレー・ミー・アイム・ユ
アーズは国立に相応しい企画
だったが、継続する予定はない
のか。

A�費用面で困難なので、市民参加
できる形を財団と一緒に考えて
いく。

Q�仮称国立版f-Bizは個店や、中小
企業を支援する良い企画であ
る。代表の小出氏は国立のポテ
ンシャルをどのように評価して
いるのか。

A�一橋大学に商科系の学生がいる
ので、活性化が期待できる。都
内で初めての試みなので良い人
材が集まりそう。街のアクセス
がとても良い。

Q�施策評価の評価基準は何か。
A�事務事業を全てやった上で、施

策全体の効果に対する貢献度を
評価する。

Q�旧国立駅舎内に市民が使えるト
イレがないが、市長はそれでい
いのか。

A�旧国立駅舎両側の土地と西側の
交換時に壊す公衆トイレとセッ
トで考えたい。

Q��国立市には食に関する政策がな
い。給食センター建て替えにつ
いて、SDGs推進の視点で再度
見直すべきでは。
公民館や図書館、社会教育を守
るのか。

A�文教地区の活動を社会教育が支
えた。その価値は、十分承知し
ている。しっかり守る。

安心して暮らせるまち国立の創出とは
樹木の会

Q�地域包括ケアの推進で家族の思
いに応える行政の支援施策につ
いては。

A�在宅介護支援に始まり地域包括
ケアの推進から本人が望む生活
支援へ移行。

Q�地域の子育ち・子育て支援とし
ての産後ケアのための母子保健
機能の充実とは。

A�デイサービス型や宿泊型、アウ
トリーチ型等の3つの手法で支
援していく。

Q�幼児教育における幼稚園への支
援策は。

A�園児確保のため幼稚園フェア開
催と保護者に向けたパンフレッ
ト等を作成。

すべての子どもを取り残さないまちに
みらいのくにたち

Q�子どもにやさしいまちをつくる
ために、子どもに投資し、すべ
ての子どもを取り残さないまち
をつくるため、子ども基本条例
の制定を繰り返し要望してき
た。市は、条例の制定をめざす
方向を打ち出した。実効性を伴
う条例が必要とのことだが、実
効性とは何か。

A�子どもが尊重され、生きやす
い、活躍しやすい、意見が尊重
されるまちをつくるため、さま
ざまな施策と結びつける条例を
考えていきたい。

永見市政の真髄は何かを問う !
立憲民主党

Q�佐藤市政の継承とは、結局何
だったのか。

A�人間を大切にする。あるいは平
和。旧国立駅舎の再築。南部地
域の整備。医療計画の策定によ
る地域包括ケアの充実。

Q職員の能力開発への取り組みは。
A�モチベーションが向上するよう

に自己申告をさらに具体化した
異動提案優先制度の運用。制度
充実による保証。現場での経験
だけでなく、基礎的な研修と能
力を発展させる研修の充実であ
る。

Q�区画整理以外ほとんど事業が進
展していない南部地域における
南武線高架化と今後の事業展開
について。

A�着工準備採択から事業着手まで
5～6年、工事期間は10年以上と
言われており、順調に行って令
和20年頃の完成というのが現在
の展望である。

Q�谷保駅・矢川駅南口整備の考え
は。

A�矢川駅については、平成28年よ
り地元地権者が主体的に勉強会
を開催し、面整備等の地域課題
を話し合っている。市としても
現況調査を行い、構想を作成
し、地権者に示していきたい。
また谷保駅南口については、一
番のネックが天神前踏切と谷保
駅周辺の東西道路であり、今後
は都市計画マスタープランにあ
る住宅商業複合地としての整備
を進めるため、機を捉えて地元
に入っていきたい。

Q�南部地域への回遊性はどうする
のか。

A�谷保天満宮・南養寺や本田家と
いった歴史的財産を旧国立駅舎
等を通じて広く市民の皆様に発
信し、回遊の機会をできる限り
作っていきたい。

Q�市長の考える次世代育成におけ
る幼児教育先進市とは何か。

A�幼児期教育の中核を担ってきた
幼稚園に対し、使い勝手の良い
形での入園補助金や就園費用の
増を続けるとともに、幼稚園
フェアを開催し価値を知ってい
ただく努力をしていく。

Q�他市との差別化とそのアピール
は。

A�国立市は幼児教育を大変よく
行っていると言われているの
で、本当に幼児教育を大切にし
ているという点をしっかりとア
ピールし、幼児期の教育環境の
整った国立市で子育てをしたい
と思われるようにしたい。
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を開催しました

下記のテーマについて、ご意見を
いただきました

次回は、「第43回国立市農業まつり」にて意見交換会を行う予定です。
開催日等の詳細については、決定次第、ホームページ等でお知らせいたします。

　当日は、たいへん多くの方にご参加いただきました。
　いただいたご意見は委員会ごとに報告書にまとめ、議長から市
長へ渡します。
　詳細は、国立市議会ホームページに掲載されている意見交換会
報告書をご覧ください。

◦令和2年2月7日㈮　市役所3F会議室　来場者数12名
◦　 〃 　2月8日㈯　北市民プラザ　　 来場者数24名

意 見 交 換 会
国立市議会

〇総務文教委員会 
　�公立小中学校のプールの集約

化について

〇建設環境委員会
　�令和2（2020）年4月4日㈯に

オープンする旧国立駅舎の活
用について

〇福祉保険委員会
　福祉の視点で災害を考える

■手話通訳を実施しています■

　意見交換会は、申し
込み不要で、手話通訳
の方に来ていただいて
おります。

知ってる？市議会あれこれ編 集 後 記

��緊急の議会の招集に備えて、議会開催日以外でも都外へ出ると
きには、事前に届け出なければなりません。神奈川県や埼玉県
といった近郊でも！

　令和２年最初の定例会は、新型コロナウイル
ス感染症の感染拡大防止とともに始まりました。
　不安と混乱の中、何よりも市民の皆さまの
安全を最優先に、市議会として何ができるか
議員全員で考え、一般質問の取りやめを始め
様々な対策を講じ、全ての議案を審議するこ
とができました。　
　未だ予断を許さない状況でありますが、困
難を乗り越えられるよう、引き続きのご協力
をよろしくお願いいたします。

あまり知られていない編

議 員 バ ッ ジ の 着 用

�議会中は庁内で待機する

�都外に出るときは届け出る

　市議会議員が守ることはたくさんありますが、
ここではいくつかご紹介いたします。

議員就任時に議員バッジが渡され、議会等の開催中は着用して
います。議員の胸元に注目！

急な会議の開催に備えて、休憩時間や昼休みであっても、なる
べく庁内で過ごします。


